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自
然
は
復
元
で
き
な
い

『
あ
な
た
は
'
メ
ダ
カ
を
作
れ
ま
す
か
｣
｡
近
畿

大
の
後
勝
敏
一
さ
ん
が
､
言
い
出
し
た
標
語
だ
｡
｢
メ

ダ
カ
の
学
校
』
が
　
『
川
の
中
』
か
ら
消
え
て
久
し
い
｡

地
域
特
有
の
地
方
種
は
､
も
う
い
-
つ
も
'
絶
滅
し

た
た
ろ
う
｡
今
春
､
長
野
県
白
菊
村
の
､
日
本
珪
藻

学
会
の
深
夜
の
酒
席
は
'
『
神
奈
川
メ
ダ
カ
の
会
｣

事
務
局
長
の
磯
村
康
博
さ
ん
が
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
'
『
メ
ダ
カ
の
半
枚
』
は
､
ど
う
し
た
ら
取
り

戻
せ
る
か
､
延
々
､
も
と
か
し
い
議
論
が
続
け
ら
れ

た
｡
冒
頭
の
標
語
は
'
そ
の
夜
の
さ
さ
や
か
を
成
果

で
あ
っ
た
｡

か
つ
て
'
八
万
尾
根
に
点
在
す
る
池
沼
は
'
こ
ん

も
り
と
､
ミ
ズ
コ
ケ
の
絨
級
に
縁
取
ら
れ
て
､
食
虫

椋
物
の
､
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
や
ム
･
ン
下
り
ス
ミ
レ
が
咲

き
乱
れ
て
い
た
｡
今
は
､
踏
み
潰
さ
れ
て
'
跡
か
た

も
な
い
｡
国
､
白
菊
村
と
東
急
は
､
今
か
ら
で
も
､

復
元
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
｡
尾
瀬
の
ア
ヤ
メ
平

も
､
踏
み
漬
さ
れ
て
､
泥
沼
化
し
た
｡
湿
原
の
周
辺

か
ら
､
広
い
地
域
に
点
々
と
移
植
さ
れ
た
が
､
な
か

を
か
､
根
づ
か
な
か
っ
た
｡
一
九
六
六
年
か
ら
の
長

い
苦
闘
が
続
い
た
｡
高
山
の
気
象
は
､
荒
-
､
酷
し

い
｡
一
九
八
五
年
の
春
､
移
植
さ
れ
た
部
分
は
､
徐

々
に
舷
が
り
は
し
で
も
､
周
り
の
土
壌
は
風
雨
に
流

さ
れ
'
深
-
刻
ま
れ
て
'
ま
だ
､
無
残
を
姿
を
晒
し

て
い
た
｡
い
つ
､
湿
原
は
取
り
戻
せ
る
の
か
｡

大
糸
線
の
車
窓
か
ら
見
る
､
青
木
湖
は
､
冬
､
水

位
が
二
一
メ
ー
ト
ル
も
下
が
っ
て
､
捕
ま
し
い
限
り

だ
｡
潮
棚
は
砂
漠
化
し
た
｡
目
に
は
見
え
を
い
が
､

鹿
島
川
か
ら
の
冷
た
い
流
入
水
塊
が
中
庸
に
あ
る
｡

本
号
の
　
『
仁
科
三
浦
-
そ
の
陸
水
と
生
物
I
L
　
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
'
一
九
七
五
年
の
『
水
位
低
下
半
減
｣

の
E
標
も
実
現
さ
れ
て
い
を
い
｡
県
､
大
町
市
と
昭

馬
は
､
速
や
か
に
､
豊
か
な
水
を
湛
え
る
湖
を
取
り

戻
す
方
策
を
示
し
て
ほ
し
い
｡

(
丸
山
　
晃
)
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舵物情ど山

仁
科
三
湖
-
そ
の
陸
水
と
生
物
-

丸

　

山

　

　

　

晃

(
は
じ
め
に
)

後
立
山
連
峰
を
映
し
出
す
'
山
間
の
湖
､
仁
科
三

湖
も
､
急
速
を
環
規
破
壊
に
晒
さ
れ
て
い
る
｡
青
木

湖
は
､
冬
､
無
残
を
姿
を
さ
ら
け
出
す
｡
貯
水
池
化

に
よ
る
'
冷
水
の
導
入
と
水
位
低
下
は
､
湖
の
景
観

を
肌
を
う
ば
か
り
か
､
湖
の
営
み
を
破
壊
し
'
古
く

か
ら
の
生
物
を
脅
か
し
て
い
る
｡
そ
の
影
響
は
､
下

流
の
中
細
､
木
崎
両
湖
に
も
及
ぶ
だ
ろ
う
｡
豊
か
な

水
を
湛
え
る
湖
を
取
り
戻
す
責
務
が
､
今
'
わ
れ
わ

れ
の
時
代
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
､
水
利
の

変
更
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡

(
陸
水
学
の
野
外
実
験
室
)

田
中
阿
歌
麿
は
､
｢
諏
訪
湖
の
研
究
し
　
二
九
一

人
)
､
『
野
尻
湖
の
研
究
｣
　
(
一
九
二
六
二
　
『
日

本
北
ア
ル
プ
ス
湖
沼
の
研
究
し
　
二
九
三
〇
)
を
著

す
｡
い
ず
れ
も
信
濃
教
育
会
の
委
嘱
に
よ
る
｡
『
私

を
し
て
我
国
に
湖
沼
学
を
輸
入
せ
し
め
､
そ
の
発
達

を
促
き
し
め
た
る
は
信
州
人
で
あ
る
｣
と
言
わ
し
め

ら
(
上
野
､
一
九
七
七
)
｡
田
中
は
､
一
八
九
九
年
'

日
本
で
初
め
て
､
測
深
の
た
め
山
中
湖
に
投
錘
す
る
｡

一
九
〇
七
年
に
は
諏
訪
湖
の
研
究
を
始
め
る
｡
信
州

の
湖
は
､
田
中
を
強
く
引
き
つ
け
た
の
だ
ろ
う
｡
信

濃
教
育
会
北
安
愚
部
会
発
行
の
　
『
日
本
北
ア
ル
プ
ス

湖
沼
の
研
究
』
は
､
そ
の
多
-
を
､
仁
科
三
潮
に
向

け
た
千
余
頁
の
大
著
だ
｡
仁
科
二
湖
は
､
こ
こ
に
示

す
よ
う
に
､
わ
が
国
の
陸
水
享
の
野
外
実
験
室
と
し

て
'
数
多
-
の
研
究
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
｡
フ
ス

テ
ソ
ト
､
ス
ク
ボ
ル
ツ
オ
フ
の
外
国
人
研
究
者
も
華

を
染
め
た
｡
三
湖
に
つ
い
て
､
田
中
二
九
七
八
)
､

仁
科
三
朝
環
既
保
全
対
策
専
門
委
エ
ー
会
報
告
書
(
一

九
八
三
)
､
落
合
(
一
九
八
円
)
､
大
町
市
史
(
ら

九
八
回
)
の
抄
録
成
書
が
あ
る
｡

(
変
わ
る
湖
盆
〉

仁
科
三
湖
は
'
静
岡
､
糸
魚
川
地
溝
帯
に
沿
っ
て

で
き
た
断
席
湖
で
､
三
湖
谷
を
南
下
す
る
上
､
中
部

農
具
用
で
結
ば
れ
る
｡
下
部
農
具
川
は
､
鹿
島
川
と

合
流
し
た
高
瀬
川
に
注
ぎ
､
犀
川
を
経
て
､
信
濃
川

と
な
る
｡
海
抜
八
二
二
と
七
六
四
米
の
間
に
あ
る
｡

北
か
ら
､
面
積
(
平
方
㌔
米
)
一
･
八
六
の
青
木
湖
､

○
∴
四
の
中
細
湖
と
一
･
四
の
木
崎
湖
か
ら
な
る

湖
群
で
あ
る
｡
最
大
水
深
も
､
六
二
･
〇
､
一
二
･

〇
と
二
九
･
五
米
で
､
面
積
に
此
す
(
堀
江
､
一
九

五
六
)
｡
膏
木
湖
は
､
信
州
最
深
を
誇
る
｡
平
均
深

度
も
大
き
/
＼
木
崎
湖
の
ほ
ぼ
-
.
倍
の
湖
水
を
湛
え

る
↓

高
木
湖
は
､
水
位
低
下
に
よ
る
潮
棚
の
崩
壊
が
起

こ
っ
て
い
る
(
倉
田
､
一
九
六
九
)
｡
木
崎
湖
は
､

全
体
と
し
て
'
起
伏
が
な
,
＼
平
担
化
し
て
い
る
｡

南
部
の
釜
穴
∴
朝
来
(
田
中
､
一
九
二
〇
)
は
見
ら

れ
な
い
　
(
掘
向
等
､
一
九
六
J
J
.
)
｡
青
木
､
中
細
､

木
崎
三
湖
と
も
'
浜
状
一
桜
井
､
一
九
八
四
)
な
ど

の
自
然
湖
畔
は
､
そ
れ
ぞ
れ
'
六
二
､
　
二
､
二
四

%
に
減
っ
た
　
へ
環
境
庁
､
一
九
七
九
)
｡

(
汚
れ
る
湖
)

批
訪
湖
や
需
ケ
溝
は
､
夏
､
青
緑
色
に
染
ま
る
｡

微
小
を
生
物
､
藍
藻
の
ア
オ
コ
の
仕
業
だ
｡
こ
れ
ら

の
湖
は
､
霊
薬
や
リ
ン
が
増
え
て
､
汚
濁
が
極
度
に

進
ん
だ
｡
栄
餐
塩
の
多
い
∴
出
漁
を
好
む
ア
オ
コ
は

夏
へ
湖
水
の
透
明
度
を
落
と
し
こ
む
｡
ア
オ
コ
の
光

合
成
は
'
水
中
の
炭
酸
を
消
費
し
､
酸
素
を
発
生
す

る
｡
そ
の
結
果
､
湖
水
は
ア
ル
カ
リ
性
に
在
り
'
溶

存
酸
素
が
増
え
る
｡
湖
底
で
は
､
沈
降
生
物
の
分
解

が
盛
ん
で
､
酸
欠
と
在
る
｡

今
､
諏
訪
湖
の
念
'
#
素
は
､
四
･
仁
一
的
?
'
仝

リ
ン
は
､
〇
･
四
六
的
巧
に
も
遺
し
た
(
一
九
七
三

年
)
｡
透
明
度
は
､
〇
°
三
七
か
ら
一
･
二
米
の
間

に
な
っ
た
｡
水
素
イ
オ
ン
濃
廣
一
p
 
H
)
は
､
一
〇
を

越
え
る
｡
溶
存
酸
素
は
､
表
筒
で
は
二
六
〇
%
も
の

過
飽
和
に
な
る
｡
｢
す
す
水
｣
と
呼
ば
れ
る
無
酸
素

底
層
水
は
'
吹
送
流
に
よ
っ
て
風
上
側
に
上
が
り
､

一
九
六
六
-
七
年
に
は
大
出
の
コ
イ
を
へ
い
死
さ
せ

た
い

(
落
ち
る
透
明
度
)

透
明
度
は
'
直
径
二
五
㌢
の
白
色
円
板
を
吊
る
し
､

見
え
な
く
な
る
深
さ
を
測
る
｡
湖
沼
の
光
条
件
や
懸

濁
物
質
量
を
表
す
｡
最
大
'
最
小
値
が
問
題
と
な
る
｡

大
雨
後
の
流
人
粘
土
を
ど
を
除
け
ば
､
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
量
が
最
小
値
を
決
め
る
｡
透
明
度
の
二
倍
の
深
さ

ま
で
､
生
産
が
分
解
を
上
回
る
｡
仁
科
三
湖
の
透
明

度
の
変
遷
は
､
船
越
(
一
九
八
四
)
　
に
詳
し
い
｡
一

九
二
二
年
七
月
､
一
四
米
(
最
小
五
･
六
米
)
が
記

録
さ
れ
て
い
る
｡
近
年
(
一
九
三
七
年
以
降
)
は
､

一
〇
米
(
最
小
三
･
二
米
)
を
越
え
る
測
定
は
な
い
｡

中
綿
湖
で
､
一
九
一
九
年
の
八
米
(
最
小
三
米
)
か

ら
五
･
五
(
最
小
一
･
三
)
米
へ
｡
木
崎
湖
で
､
一

九
二
四
年
の
一
〇
･
人
(
最
小
二
,
五
)
米
か
ら
五

･
七
米
(
最
小
一
･
三
栄
)
　
へ
｡

(
中
下
膚
で
減
る
溶
存
酸
素
)

春
か
ら
夏
､
湖
水
は
成
層
す
る
｡
水
温
は
表
水
屑

下
の
変
水
席
で
急
に
､
そ
れ
以
湊
の
深
水
層
で
徐
々

に
低
-
な
る
｡
溶
存
酸
素
､
栄
養
塩
､
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
韮
な
ど
も
変
わ
る
｡
秋
､
湖
面
が
冷
や
さ
れ
て
､

湖
水
は
循
環
し
､
冬
､
再
び
停
滞
す
る
｡
青
木
湖
で

は
､
夏
､
山
間
湖
特
有
の
表
水
屑
を
欠
く
'
顕
著
を

水
温
変
水
眉
が
あ
る
｡
化
学
成
層
は
低
い
｡
溶
存
酸

素
は
'
水
深
一
〇
米
ま
で
は
過
飽
和
で
､
底
水
屑
で

も
九
五
%
以
上
あ
る
｡
過
去
五
〇
年
間
､
中
下
晴
で

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
｡
中
細
湖
で
は
'
水
温
､
化

学
成
層
と
も
極
め
て
高
く
､
夏
､
湖
底
に
厚
い
無
酸

素
麿
を
形
成
す
る
｡
中
細
湖
は
一
九
二
八
'
三
六
年

当
時
に
比
べ
､
一
九
五
三
年
の
深
層
の
減
少
が
著
し

い
が
､
青
木
湖
か
ら
の
流
入
水
の
影
響
を
強
-
受
け

る
の
で
､
そ
の
動
向
は
掴
み
に
く
い
｡
木
崎
湖
で
は
､

前
二
者
と
遣
う
顕
著
な
表
水
屑
が
あ
り
､
水
温
､
化

学
成
層
と
も
か
在
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
｡
溶
存
酸

素
は
､
夏
､
湖
底
直
上
で
消
失
す
る
｡
過
去
五
〇
年

間
､
中
樺
で
減
少
し
て
い
る
(
西
条
､
一
九
五
六
'

渡
辺
･
西
条
､
一
九
八
四
)
｡

(
多
い
窒
素
と
リ
ン
)

窒
素
や
リ
ン
は
､
湖
沼
の
生
産
を
支
配
す
る
｡
こ

れ
ら
の
蛍
は
､
雷
栄
蓮
化
の
程
度
を
よ
-
妾
す
が
､
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舵物情と山l
｣
U

､
ソ
一

2789･
遡

補
度
の
点
を
ど
で
､
近
年
の
測
定
値
し
か
使
え
な
い

の
で
､
透
明
度
や
溶
存
酸
素
が
'
こ
れ
に
代
わ
っ
て

よ
く
使
わ
れ
る
｡
全
窒
素
は
､
青
木
､
中
細
'
木
崎
-
∵
湖

で
､
そ
れ
ぞ
れ
年
平
均
〇
･
三
八
､
〇
㌧
∵
八
､
〇

･
四
〇
的
誰
で
'
い
ず
れ
も
､
中
米
義
朝
の
レ
ベ
ル

に
あ
る
｡
同
様
に
､
全
焼
は
'
〇
･
〇
〇
六
､
〇
･

〇
一
三
､
〇
･
〇
一
五
的
在
で
'
青
木
湖
だ
け
が
省

栄
糞
湖
の
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い
る
一
長
野
黒
桐
生
公

害
研
究
所
､
一
九
八
一
)
｡

(
失
わ
れ
る
櫓
物
)

青
木
湖
の
水
草
は
水
位
変
動
に
よ
り
､
壊
滅
し
た

(
倉
田
､
.
九
末
九
)
｡
一
九
二
〇
年
‥
"
L
楢
数

-

小

用

.

〟

え
た
水
草
は
､
わ
ず
か
正
極
に
激
減
し
た
/
　
口
約
河

は
､
マ
コ
モ
の
よ
う
を
柚
木
､
ピ
ン
の
よ
う
毛
常
葉
､

セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
の
よ
う
を
沈
水
植
物
が
映
苫
…
た
｡
今

も
､
水
草
の
展
示
場
の
よ
う
だ
が
､
二
〇
柵
の
う
ら

六
稲
が
今
は
見
ら
れ
な
い
｡
シ
ュ
ン
サ
イ
は
.
九
八

二
年
姿
を
消
し
た
｡
か
つ
て
､
木
崎
湖
の
水
草
も
擢

寓
で
あ
っ
た
(
中
野
'
一
九
三
〇
二
朝
出
改
変
や

水
位
低
下
に
よ
り
､
今
は
北
韓
に
而
彬
を
残
す
だ
け

に
な
っ
た
｡
二
八
種
の
う
ち
四
種
が
絶
え
た
-
湖
の

透
明
度
の
低
下
は
､
水
草
の
生
育
下
限
も
上
=
升
さ
せ

て
い
る
｡
さ
ら
に
､
木
崎
湖
に
一
九
L
九
年
､
中
細

湖
に
一
九
八
三
年
侵
入
し
た
､
帰
化
植
物
の
コ
カ
ナ

ダ
モ
の
大
繁
殖
に
よ
り
一
変
し
た
一
船
越
､
一
九
八

四
)
｡(

浮
遊
生
物
の
真
鶴
発
生
)

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

に

つ

い

て

､

古

く

､

菊

地

(

一

九

三
五
)
'
田
村
･
畑
(
一
九
二
八
二
山
元
二
九

四
八
)
が
あ
る
｡
ブ
ス
テ
ソ
ト
(
一
九
二
し
｢
　
ス

ク
ボ
ル
ツ
ォ
フ
(
一
九
三
ハ
｢
小
林
等
(
一
九
t

)
に
よ
る
'
数
百
の
珪
藻
の
託
故
が
あ
る
二
九

七
三
年
､
珪
藻
の
キ
ク
ロ
テ
ラ
･
コ
ム
タ
が
､
吉
本

湖
で
､
二
〇
〇
〇
/
m
e
'
木
崎
湖
で
､
二
〇
〇
/
m
e

が
語
録
さ
れ
た
(
九
両
'
投
稿
中
二
塞
氷
嚢
の
深

湖
や
人
工
湖
を
好
む
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
が
'
二
潮
で

大
址
発
生
し
た
記
録
は
な
い
(
川
村
､
.
九
二
八
'

安
田
等
､
一
九
七
五
)
｡
一
九
七
〇
年
代
に
は
､
冷

水
性
の
ポ
ロ
ミ
シ
ン
コ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

鹿
島
川
の
流
人
と
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
一

安
田
等
､
一
九
七
五
)
｡
中
細
湖
に
は
'
樟
栄
養
湖

に
出
現
す
る
､
珪
漢
の
プ
ラ
ジ
ラ
リ
ア
･
ク
ロ
ト
ネ

ン
シ
ス
が
多
い
(
安
田
等
､
一
九
ヒ
五
一
.
木
崎
湖

に
は
､
一
九
七
三
年
(
丸
山
､
未
発
表
)
'
輩
没
の

ア
ナ
`
ベ
ナ
∴
､
ク
ロ
ス
ポ
三
渡
辺
等
､
.
九
八
五
一

が
､
初
め
て
､
発
生
す
る
｡
一
九
八
一
年
に
な
っ
て
'

木
崎
湖
は
､
浮
遊
性
ア
メ
上
ハ
､
ア
ス
ト
ロ
ケ
ラ
ム

∴
l
ナ
へ
ノ
フ
-
ラ
ム
に
雅
わ
れ
､
深
謝
色
や
白
色

に
集
っ
た
-
リ
ン
の
増
加
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
､
ア

ナ
へ
ナ
の
大
発
生
に
伴
う
､
｢
ア
ナ
ベ
ナ
を
食
う
星

状
物
｣
と
い
う
不
気
味
享
子
名
を
冠
す
る
原
生
動
物

の
爆
発
的
増
殖
で
あ
っ
た
一
船
越
､
一
九
八
三
｡

神
容
,
版
本
二
九
L
L
｢
抜
本
･
神
谷
二
九

八
.
)
は
､
あ
る
種
の
､
藻
類
増
殖
促
進
物
質
の
､

木
崎
湖
の
宮
木
餐
化
へ
の
関
与
を
い
う
｡
湖
の
ハ
ク

テ
リ
一
-
の
役
判
に
つ
い
て
､
`
木
崎
湖
で
'
吉
井
(

九
L
六
二
加
腰
･
坂
本
二
九
L
九
:
八
‥
八

二
校
､
水
二
九
八
二
二
吉
井
･
吉
岡
二
九

八
二
)
の
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
｡
肯
ん
濁
黄
白
や

核
酸
に
つ
い
て
'
前
出
･
高
岡
二
九
L
L
｢
前

出
･
I
 
d
形
二
九
L
L
)
が
あ
る
｡

(
変
わ
る
動
物
)

中
網
棚
は
､
信
州
唯
一
の
淡
水
海
綿
､
ヌ
マ
カ
イ

メ
ン
の
席
地
で
あ
る
｡
今
は
散
見
す
る
だ
は
と
在
っ

た
｡
青
木
､
木
崎
画
調
で
は
∴
九
五
八
年
に
絶
滅
し

た
(
宮
用
'
一
九
八
匹
｢
潮
底
泥
に
凄
む
ユ
ス
リ

カ
の
幼
点
は
'
湖
沼
特
有
だ
｡
深
層
水
の
溶
存
酸
素

量
で
定
ま
る
､
一
北
川
二
九
し
三
は
､
宮
地
二

冗
-
.
L
)
に
比
へ
‥
･
.
湖
の
畠
美
袋
化
が
進
ん
だ
と

い
う
｡
青
木
の
真
鯛
は
壊
滅
し
た
一
介
用
､
"
九
六

冗
)
.
-
員
類
は
､
.
九
六
五
年
､
木
崎
湖
に
∵
一
種
'

中
細
湖
に
.
〇
種
を
数
え
る
が
､
青
木
湖
に
は
い
な

い
｡
水
位
低
下
時
'
東
北
の
湖
畔
に
､
マ
ツ
カ
サ
ガ

イ
の
死
殻
が
山
積
し
て
い
る
｡
(
腹
囲
'
.
九
八
回
)
｡

か

つ

て

､

海

か

ら

サ

ケ

､

サ

ク

ラ

マ

ス

､

ア

ユ

､

ウ

ナ
ギ
が
遡
上
し
､
コ
ィ
'
フ
ナ
､
リ
グ
-
が
豊
‥
…
で

あ
っ
た
　
古
く
か
ら
住
む
キ
ザ
キ
マ
ス
も
減
少
し
た

(
中
村
､
.
九
八
回
)
　
森
林
に
浮
か
ぶ
吉
本
湖
は
'

樹
間
と
湖
を
往
/
､
十
･
ン
ト
リ
の
住
処
で
あ
る
∴
日
本
､

木
崎
高
潮
は
敷
石
の
マ
ガ
モ
と
ウ
ル
カ
モ
が
日
中
湖

上
休
忠
す
る
ー
ー
湖
底
の
生
物
を
探
る
キ
シ
ク
ロ
ハ
､
ン

ロ
や
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
吉
本
湖
で
は
減
少
し
た
(
羽
出
､

腰
原
､
.
九
八
回
｢
-

(
官
業
暮
化
の
防
止
へ

畠
栄
嚢
化
は
､
湖
内
外
か
ら
の
有
機
物
星
が
増
え

て
起
三
千
そ
の
間
有
の
緯
度
は
､
受
水
区
域
の
未

発
潜
在
男
で
決
ま
る
.
･
牛
物
の
活
動
に
よ
る
湖
底
雅

積
物
中
の
栄
賛
分
は
､
湖
水
に
帰
り
循
墳
す
る
｡
こ

う
し
て
'
湖
水
の
貧
富
が
定
ま
っ
て
い
-
｡
湖
面
積

を
含
む
仁
科
二
湖
の
受
水
面
積
は
､
青
木
､
中
細
､

木

崎

一

･

一

湖

､

そ

れ

ぞ

れ

､

九

∵

L

'

､

一

･

L

-

'

∴
八
五
平
方
㌔
米
で
あ
る
｡
昭
電
導
水
賂
流
域

を
含
め
れ
げ
､
高
木
湖
は
四
倍
と
な
る
.
集
水
域
が

す
べ
て
山
林
で
あ
る
と
し
た
場
合
の
各
湖
の
栄
護
兜

推
定
濃
度
は
､
○
∴
∵
○
∵
｢
八
､
〇
･
‥
国

へ
窒
素
二
〇
･
〇
〇
五
､
〇
･
〇
:
.
､
〇
･
〇

(
リ
ン
)
　
的
丞
と
な
る
ー
し

こ
の
蛙
に
近
づ
け
る
笥
末
輩
化
防
止
策
が
提
案
さ

れ
て
い
る
(
渡
辺
･
西
条
､
一
九
八
四
)
｡
湖
の
生

物
生
産
は
､
窒
素
､
リ
ン
の
い
ず
れ
か
を
下
げ
ら
れ

れ
ば
､
抑
制
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
三
潮

の
主
な
人
為
汚
濁
発
生
源
は
､
生
活
排
水
と
農
地
排

水
で
あ
る
｡
三
湖
と
も
､
人
為
汚
濁
源
に
占
め
る
生

活
排
水
中
の
窒
素
と
リ
ン
の
割
合
は
､
後
者
が
大
き

い
｡
目
標
値
に
は
､
三
湖
と
も
､
生
活
排
水
処
理
だ

け
で
は
'
窒
素
は
で
き
を
い
が
'
リ
ン
は
木
崎
湖
を
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雲墓誌善書茎這責で 
青木湖南鶴1975年(昭和50年代)

青木湖南錆(1987年12月)

鰭物情と山

除
け
ば
可
能
だ
｡
木
崎
湖
は
､
農
地
に
も
水
､
肥
培

管
理
が
必
要
だ
が
'
青
木
､
中
綱
両
湖
の
リ
ン
削
減

が
で
き
れ
ば
､
流
入
に
負
う
蛙
が
減
る
の
で
､
目
標

値
に
近
づ
け
ら
れ
る
｡
中
綱
湖
は
､
水
草
に
よ
っ
て

水
質
は
安
定
し
て
い
る
｡
水
草
が
減
れ
ば
富
栄
養
化

が
進
み
､
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
多
く
在
り
､
木
崎

湖
へ
の
窒
素
､
リ
ン
の
流
入
を
大
き
く
す
る
｡

(
青
木
湖
の
貯
水
池
化
)

県
､
昭
電
､
大
町
'
農
漁
業
四
着
の
合
意
に
よ
り
､

青
木
発
電
所
は
'
一
九
五
四
年
稼
働
す
る
｡
上
伊
那

の
三
峰
川
と
と
も
に
､
県
が
進
め
た
治
水
､
発
電
と

農
業
水
利
の
総
合
開
発
で
､
鹿
島
川
か
ら
の
取
水
を
､

叩
･
五
㌔
米
の
ト
ン
ネ
ル
で
導
水
､
青
木
湖
に
落
と

す
｡
さ
ら
に
､
青
木
湖
水
を
中
綱
'
木
崎
湖
西
岸
山

腹
を
通
し
常
盤
､
広
澤
両
発
電
所
に
送
る
｡
途
中
､

鹿
島
川
水
系
と
ぶ
つ
か
る
上
倉
的
所
で
分
水
し
､
湿

潤
用
水
と
す
る
｡
冷
た
い
鹿
島
川
の
水
を
迂
回
さ
せ
､

青
木
湖
に
貯
木
池
の
役
割
を
持
た
せ
､
温
水
を
供
給

し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
｡
ア
メ
リ
カ

の
　
『
T
V
A
』
計
画
の
信
州
版
と
い
う

お

け

た

｡

さ

ら

に

､

二

一

月

一

日

か

ら

翌
三
月
三
一
日
ま
で
は
､
湖
水
が
放
出

さ
れ
る
｡
水
位
は
最
大
､
二
〇
米
(
後

に
二
一
米
)
下
げ
ら
れ
る
(
細
川
､
一

九
八
二
､
大
町
市
市
民
課
公
害
対
策
係
､

一
九
八
三
)
｡
木
崎
湖
で
も
､
広
澤
発

電
所
へ
の
引
水
に
よ
り
､
一
月
一
日
か

ー
と
二
月
三
一
口
ま
で
､
水
位
が
三
栄
(

後
に
一
･
五
米
)
下
が
る
｡

一
九
七
五
年
に
至
っ
て
､
青
木
漁
協

は
､
県
に
　
『
青
木
湖
に
お
け
る
現
行
企

業
利
水
址
の
半
減
実
施
(
湖
面
操
作
水

深
二
一
米
の
二
分
の
一
)
』
は
か
か
ら

な
る
同
意
書
を
提
出
す
る
｡
こ
れ
に
は
､

局4

『
実
現
の
た
め
行
政
上
の
努
力
を
お
こ
な
う
も
の
と

す
る
』
と
い
う
注
釈
が
つ
い
て
い
る
(
北
安
度
誌
､

一
九
八
〇
)
｡

(
貯
水
池
化
の
影
番
)

昭
種
導
水
を
除
け
ば
､
青
木
､
中
細
両
湖
に
は
､

ほ
と
ん
ど
､
注
入
河
川
は
な
い
｡
木
崎
湖
に
は
､
わ

ず
か
に
､
河
川
が
流
人
し
て
い
る
が
､
中
部
農
具
川

の
流
入
出
の
数
分
の
一
に
過
ぎ
を
か
っ
た
｡
古
く
行

わ
れ
た
水
利
調
整
に
よ
る
水
位
変
動
は
､
せ
い
ぜ
い

数
十
.
1
ノ
程
度
で
あ
っ
た
　
(
桜
井
､
一
九
八
四
)
｡

青
木
湖
は
､
全
流
入
水
三
･
二
七
.
m
/
秒
の
八
二

･
三
%
が
鹿
島
川
か
ら
導
入
さ
れ
､
同
址
の
流
出
水

の
九
‥
･
L
%
が
昭
電
導
水
端
か
ら
流
出
す
る
∩
冬
､

潮
の
面
積
は
夏
の
ほ
ほ
半
分
に
な
り
､
湖
棚
を
さ
ら

は
た
す
,
.
大
量
の
冷
水
の
流
人
と
水
位
の
大
変
動
は
､

湖
の
成
層
を
拇
乱
す
る
∩
-
青
木
湖
の
二
〇
-
二
〇
米

子
に
は
､
漕
入
水
の
作
る
異
常
な
冷
水
層
が
あ
る
(

友
聞
､
一
九
六
九
)
｡
流
出
量
の
多
い
こ
の
湖
の
か

ら
く
り
は
､
実
体
調
査
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
､
流
人
沈
泥
や
栄
嚢
塩
の
持
ち
込
み
は
､
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
発
生
を
促
し
'
と
り
わ
け
リ
ン
を
諮
禎
す

る
｡
水
位
低
下
に
よ
る
湖
棚
の
崩
壊
は
､
湖
底
を
上

=
丹
さ
せ
､
騒
濁
物
質
を
増
加
さ
せ
る
だ
ろ
う
｡
生
物

へ
の
巌
轡
は
､
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
､
水
鳥
の

生
活
に
ま
で
及
ん
で
い
る
･

農
具
川
に
つ
い
て
も
､
河
川
が
本
来
持
っ
て
い
る

自
然
の
要
素
や
､
古
/
､
か
ら
川
と
人
間
社
会
か
持
っ

て
き
た
様
々
を
関
係
を
取
り
入
れ
た
復
元
､
保
存
が

さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
　
へ
桜
井
､
一
九
八
田
一
｡

"
.
一
朝
の
水
利
質
料
と
地
方
誌
質
科
は
､
大
町
山
岳

博
物
鮎
の
峯
村
脆
さ
-
告
l
集
め
て
裁
い
た
∪
深
/
＼

謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
"
-

(
東
京
大
字
応
用
微
生
物
研
究
所
助
手
)

※
写
真
は
山
岳
博
物
館
嘩
∪
　
(
編
集
部
)

博
物
館
だ
よ
り

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
用

こ
の
た
び
本
紙
印
画
と
博
物
館
』
の
在
席
監
理
を

完
了
し
､
読
者
の
醤
さ
ま
に
あ
わ
は
で
き
る
バ
ノ
ク

ナ
ン
パ
ー
の
巻
号
と
数
量
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
の

で
､
逐
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
｡
一
内
容
は
主
な

も
の
の
み
の
紹
介
で
す
の
で
こ
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